
■
旅
の
ス
ケ
ッ
チ
画
家
、
若
桜
駅
を
描
く

■
街
村
探
旧
所
シ
リ
ー
ズ
ス
タ
ー
ト

■
映
画
「
電
車
を
止
め
る
な
」
予
告

■
若
桜
鉄
道
俳
句
＆
川
柳
、
優
秀
句
発
表

令
和
３
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
年

も
わ
か
て
つ
も
り
あ
げ
隊
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
世
界
全
体
が
先
の
見
え
な
い
不
安
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
見
え
な
い
も
の
に
ど

う
し
て
対
処
す
れ
ば
い
い
の
か
、
今
も
多
く
の
人

が
悩
み
な
が
ら
も
「
三
密
」
を
避
け
な
が
ら
、
新

し
い
生
活
習
慣
へ
の
対
応
に
心
を
配
り
生
活
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年

月
、
若
桜
鉄
道
開
業

周
年
記
念
で
当

12

90

初
よ
り
縮
小
さ
れ
た
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

無
料
乗
車
車
両
や
若
桜
駅
周
辺
は
鉄
道
フ
ァ
ン
や

家
族
連
れ
で
と
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
に
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
ま
し
た
。
会
合
や
イ

ベ
ン
ト
の
数
が
減
り
、
人
と
会
う
機
会
が
減
っ
て

も
人
と
人
の
絆
は
薄
め
て
は
い
け
な
い
。
こ
ん
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
強
く
思
い
ま
す
。
今
は
少
し
我

慢
し
て
も
、
ま
た
再
び
若
桜
鉄
道
観
光
列
車
で
お

も
て
な
し
が
で
き
る

よ
う
、
人
の
笑
顔
に

会
え
る
よ
う
、
私
た

ち
も
で
き
る
こ
と
を

少
し
ず
つ
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

若桜鉄道が有する有形登録文化財の素晴らし

さを多くの人に伝えたいと活動されている

「街村探旧所」。八頭町に在住する有志の会

です。今号からシリーズで沿線駅の線画を紹

介していただくことになりました。お楽しみ

ください。（裏面に掲載）

亀﨑敏郎さんの水彩画展「スケッチ旅物語ーそして、鳥取」が、3月18日（木）から22日
（月）まで、鳥取市栄町サンロードの「ギャラリーそら」で開催されます。10時～18時
まで。初日は13時から。最終日は16時まで。水彩画スケッチワークショップは3月21日13
時から16時まで、受講料が必要です（4,000円）要予約。
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前号で若桜鉄道俳句・川柳の応募を呼びかけたところ、県内外から若桜鉄道を愛する思いあふれる280もの句をいただくこ

とができました。また、若桜学園と船岡小学校の児童さんからも多数応募いただきました。ありがとうございました。選者に

は俳句部門は船岡の西尾青雨さん、川柳部門は若桜の岡崎彰夫さんをお願いし、厳正な審査の上、それぞれ上位句を選んでい

ただきました。いずれ皆さんの句を集めて「わかてつカルタ」を作ることができたらと思います。引き続きご協力お願いいた

します。本紙掲載をもって入選者様へのお礼とさせていただきます。（掲載は順不同、カッコ内は投函場所です）

【
一
般
】

緑
の
谷
レ
ト
ロ
の
景
色
若
桜
線

門
村
千
代
（
若
桜
町
）

梨
柿
や
リ
ン
ゴ
畑
の
見
え
る
汽
車

岡
崎
彰
夫
（
若
桜
町
）

着
ぶ
く
れ
て
列
車
待
つ
間
の
足
湯
か
な

貝
田
ひ
で
を
（
若
桜
町
）

隼
に
ラ
イ
ダ
ー
集
う
夏
の
駅

ハ
ヤ
ブ
サ
イ
ダ
ー
最
高
（
八
頭
町
）

若
鉄
の
車
窓
に
た
わ
わ
柿
燃
ゆ
る

西
尾
青
雨
（
八
頭
町
）

始
発
駅
桜
吹
雪
に
見
送
ら
れ

美
柳
（
八
頭
町
）

一
輌
の
車
窓
い
っ
ぱ
い
花
盛
り

遠
藤
玲
奈
（
八
頭
町
）

雪
積
も
る
鉄
橋
守
り
九
十
年

路
傍
の
石
（
八
頭
町
）

昭
和
号
桜
舞
い
散
る
転
車
台

も
ふ
も
ふ（
八
頭
町
）

桜
吹
雪
舞
い
散
る
里
の
若
鉄
よ

カ
ボ
ス
じ
い（
八
頭
町
）

【
子
ど
も
の
部
】

わ
か
さ
ご
う
み
ど
り
が
い
っ
ぱ
い
し
ぜ
ん
だ
な

岡
本
つ
か
さ
（
若
桜
学
園
）

桜
見
え
も
う
す
ぐ
わ
が
家
ま
ど
の
外

山
根
莉
一
（
若
桜
学
園
）

春
に
な
り
ピ
ン
ク
に
染
ま
る
若
鉄
が

平
家
伸
悟
（
若
桜
学
園
）

桜
ま
う
空
も
列
車
も
ピ
ン
ク
色

金
谷
愛
琉
（
若
桜
学
園
）

秋
の
空
列
車
と
わ
た
し
競
争
だ

岩
城
有
花
（
船
岡
小
学
校
）

桜
と
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
の
若
桜
鉄
道

中
尾
こ
う
太
（
船
岡
小
学
校
）

外
は
雪
列
車
の
中
は
ぽ
っ
か
ぽ
か

徳
田
柚
奈
（
船
岡
小
学
校
）

桜
散
る
中
に
若
鉄
き
れ
い
だ
な

石
谷
成
琉
（
船
岡
小
学
校
）

桜
ま
い
線
路
を
す
べ
る
若
鉄
か

齋
藤
咲
子
（
船
岡
小
学
校
）

【
一
般
】

卒
寿
過
ぎ
白
寿
百
寿
へ
若
桜
線

荘
子
隆
（
宮
崎
県
）

ま
だ
若
さ
保
っ
て
い
ま
す
走
り
ま
す

柳
谷
益
弘
（
静
岡
県
）

ラ
イ
ダ
ー
と
一
緒
に
走
る
南
岸
線

ス
ヌ
ー
ピ
ー
ズ
マ
マ（
八
頭
町
）

若
鉄
で
イ
ン
ス
タ
映
え
の
腕
磨
く美

柳
（
八
頭
町
）

若
鉄
に
わ
た
し
鉄
子
の
血
が
騒
ぐ

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
（
メ
ー
ル
に
て
投
稿
）

農
作
業
列
車
を
見
上
げ
ひ
と
休
み

森
田
（
若
桜
町
）

朝
夕
に
コ
ト
ン
コ
ト
ン
と
若
桜
線

森
本
歳
治
（
八
頭
町
）

つ
ら
い
な
あ
寅
の
恋
散
る
若
桜
駅

福
田
公
明
（
埼
玉
県
）

や
さ
し
さ
と
自
然
も
て
な
す
若
桜
鉄
道

横
手
敏
夫
（
埼
玉
県
）

【
子
ど
も
の
部
】

八
頭
号
は
ぼ
く
の
オ
ス
ス
メ
列
車
だ
よ

石
橋
つ
ば
さ
（
船
岡
小
学
校
）

Ｓ
Ｌ
が
け
む
り
も
く
も
く
夢
は
し
る

小
林
ひ
ろ
き
（
若
桜
学
園
）

昭
和
八
頭
若
桜
も
全
部
乗
り
た
い
な

田
村
優
依
（
船
岡
小
学
校
）

さ
く
ら
さ
き
ピ
ン
ク
の
列
車
は
し
っ
て
る

藤
原
蓮
歌
（
若
桜
学
園
）

春
が
来
た
鉄
道
走
る
さ
く
ら
み
ち

山
本
ひ
ま
り
（
船
岡
小
学
校
）

写
し
ん
と
る
け
し
き
と
れ
っ
し
ゃ
マ
ッ
チ
す
る

横
川
楓
人
（
船
岡
小
学
校
）

が
た
ん
ご
と
ん
と
せ
ん
ろ
を
走
る
わ
か
て
つ
が

福
田
大
翔
（
船
岡
小
学
校
）

わ
か
て
つ
は
の
ん
び
り
か
い
て
き
最
高
だ

大
久
保
朱
生
（
若
桜
学
園
）

若
鉄
の
音
を
聞
く
と
き
幸
せ
に

金
谷
愛
琉
（
若
桜
学
園
）

ま
よ
っ
た
ら
若
桜
鉄
道
旅
の
友

岸
本
こ
う
大
（
船
岡
小
学
校
）
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